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連絡先 

住所 岡山県岡山市北区南方 2-13-1 岡山県総合福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO 会館 ２F 

TEL ０８６－２２２－００７１ 
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設立年（西暦）  1979 年 

助成活動名 介護支援者講座難病等疾患を持つ患者及び介護支援者のための介護ケア講座及び交流会 

助成額  350,000    円 

活動内容 

目的 

患者・家族など介護に関わる方々、介護について知りたい方々に介護の情報や

方法を学べる場をつくることが目的。介護は誰もが未経験から始まり、予め介

護について知る機会が少ない。介護の制度や情報は、内容が膨大であり、さら

に難病患者となると複雑化し、情報を探るところから大変な労力をかけなけれ

ばならない。介護への方法がわからないために患者家族が一人で抱え込み、患

者自身も孤独な苦しい闘病生活をおくる。こういった状況を少しでも軽減する

ためにはと考えたとき、介護についての知識や情報を一人一人が知り、制度を

利用することが介護への負担軽減につながるのではと考えた。また患者、その

家族など当事者同士で集まり、交流の場を作ることも目的。同じ立場だからこ

そわかる悩みや気持ちがある。お互いに話し、介護についての情報共有ができ

る場をつくる。 

 

内容 

令和 3 年 7 月 17 日開催 

第 1 回『難病患者と家族のための介護講座』 

①障害福祉サービス ②介護保険 ③療養生活に取り入れる音楽療法 

令和 3 年 9 月 18 日開催(蔓延防止措置期間となったため 10 月 2 日に延期) 

第 2 回『難病患者と家族のための介護講座』 

福祉用具見学会 

令和 3 年 10 月 30 日開催(第 2 回の予定が変更になったため 11 月 7 日に延期) 

第 3 回『難病患者と家族のための介護講座』 

 交流会 

 

成果 

〈第 1 回〉 

障害福祉サービス・介護保険制度のしくみについて学べ、双方の違いがより理

解できた。またその中で難病患者のケースについても聞くことができた。制度

は、ひとりひとり受けられるサービスが違うため自分が利用できるものを知る

ためには、利用者がまずは保健所へ足を運び相談することが大事だということ

がわかった。新しくできた障害者基幹相談支援センターのこと、相談支援専門

員のこと、介護施設の選び方、介護支援専門員のことなど役割や見分け方を知

ることができた。音楽療法で手を動かし、音楽にのせて発声することで心のリ

フレッシュに繋がった。 

〈第２回〉 

福祉用具見学会を行い、福祉用具がどのようなものがあるか実際に見ることが

でき、用途についても学べた。どういったときに使うのか具体例を聞きながら

実際に体験をし、自助具として活用できることを体感できた。 



〈第３回〉 

第１～2 回の介護講座参加者・難病患者が参加し、介護に対する悩みや疑問、生

活での困りごと、介護講座で聞き足りなかったことなどを話し合い、共有をし

合った。それに対し、参加した介護・医療分野に関わるアドバイザーの方から

回答や助言を聞き、参加者の疑問や悩みの解消へ繋がった。またこの話し合い

で介護制度上の問題点も聞くことができ、全員で周知することができた。 

 

今後の課題と対
応策 

・介護講座の参加者アンケートからもあったが、介護制度は、内容が複雑で一人一人が把

握することは大変難しく分かりづらい。分からないために制度をどのように利用すればよ

いか行動を起こせない人が多いということもわかる。行政に向かっても自分に適した説明

を聞けず、行き場に悩んでいる人もいる。特に難病患者となると、対応した人が難病への

知識があるかないかで対応のされ方も違ってくる。こういったことを解消するためにも当

事者本人が介護制度について学べる場をつくり、将来のための一つの知識として身に着け

ておく必要がある。 

・介護の利用窓口として相談をできる場所を把握する必要があり、行政だけでなく、病院

にいる医療ソーシャルワーカーもその例として知っておくべきである。また地域包括支援

センターなどの介護に関係する施設についても理解を深めるべきである。今後は介護制度

のこと、また様々な相談窓口、施設について学べる会を計画していきたい。 

・介護をする側、される側の双方の気持ちについて考えさせられることが多く、難しいと

感じた。介護をする側の心得や How to 本はよくあるが、介護をされる側のものはない。

介護問題も介護される側の行動が問題となることも否めないため、介護をされる側・受け

る立場になった時の心得やノウハウを学べる冊子作成、またはそういった内容が学べる会

を計画したい。介護する側される側のお互いを思いやる気持ちを忘れないためにも今後そ

ういったことを改めて考える場が必要である。 

 



写真の提出 

 
<第 1 回 難病患者と家族のための介護講座> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<第 2 回 難病患者と家族のための介護講座> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<第３回 難病患者と家族のための介護講座> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


